
国
際
関
係
法
に
お
け
る
■
①
α
q
』
N
蝕
8
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト

齋

藤

洋
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は
じ
め
に

一
　
一
罐
巴
一
鋸
江
9
の
要
素
・
段
階
・
定
義

　
（
一
）
　
一
畠
呂
鋸
寓
9
の
要
素

　
（
二
）
　
一
詔
呂
鋸
江
9
の
段
階

　
（
三
）
　
一
濃
巴
一
N
m
江
8
の
定
義

二
　
一
認
呂
鋸
餓
9
の
変
異
性
（
変
わ
り
や
す
さ
）

三
　
一
藷
巴
一
鋸
低
9
の
諸
側
面
（
次
元
）

　
（
一
）
義
務
性
に
っ
い
て

　
（
二
）
　
明
確
性
に
つ
い
て

　
（
三
）
　
委
任
性
に
つ
い
て

四
　
指
標
（
冒
島
8
8
邑

お
わ
り
に
1
今
後
の
方
向
性
ー
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は
じ
め
に

　
国
際
法
学
に
お
い
て
、
国
際
法
の
法
的
性
質
あ
る
い
は
国
際
法
の
強
制
力
と
い
っ
た
間
題
は
、
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、

論
者
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
結
論
が
示
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
国
際
法
学
者
は
積
極
的
に
国
際
法
の
法
的
性
質
を
認
め
よ
う
と
腐

心
し
て
き
た
が
、
国
際
政
治
学
者
は
そ
の
強
制
力
を
軽
ん
じ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
た
め
近
年
の
国
際
法
学
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
国
際
法
の
法
的
性
質
と
い
っ
た
項
目
を
あ
え
て
取
り
上
げ
な
い
も
の
も
見
い
だ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
議
論
さ
れ
つ
く
し
た
間
題
あ
る
い
は
立
場
に
よ
る
埋
め
ら
れ
な
い
相
違
と
い
っ
た
こ
と
が
要
因
に

在
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
最
近
に
な
っ
て
国
際
関
係
論
を
中
心
と
す
る
研
究
者
た
ち
か
ら
、
一
〇
ひ
q
巴
一
N
蝕
9
と
い
う
新
し
い
概
念
も
し
く
は
観
念
が

提
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
国
際
法
の
強
制
力
の
研
究
対
象
が
条
約
お
よ
び
慣
習
法
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
政
治
的
行
為

と
し
て
法
学
研
究
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
国
家
間
の
合
意
を
三
つ
の
要
素
と
八
つ
の
段
階
に
分
け
て
類
型
化

し
、
強
制
力
の
強
弱
あ
る
い
は
法
的
基
準
か
ら
政
治
的
基
準
と
い
っ
た
分
類
を
行
な
う
こ
と
で
、
法
以
外
の
行
為
に
も
強
制
力
を
見

出
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
国
際
法
の
強
制
力
に
つ
い
て
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
制
度
」
と
い
う
観
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
中
央
集
権
化
さ

れ
て
い
な
い
国
際
法
社
会
に
お
け
る
強
制
力
を
再
検
討
し
得
る
と
考
え
て
き
た
が
、
こ
の
見
解
と
一
〇
窓
雨
蝕
9
と
は
根
底
に
お
い

て
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
畠
呂
困
試
9
と
は
「
国
際
関
係
の
法
制
度
化
」
を
意
昧
す
る
か
ら
で
あ



東洋法学
る
。
こ
の
国
際
関
係
と
い
う
概
念
の
中
に
、
非
法
規
範
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
臼
で
あ
る
。
こ
こ
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
接
点
が
見
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
』
ミ
傷
ミ
轟
§
ミ
O
鑓
高
ミ
駕
織
§
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
、
、
↓
冨
O
目
8
讐
亀
U
藷
呂
墨
け
δ
⇒
、
、
に
そ
っ
て

一
Φ
鳴
冒
讐
一
9
に
関
す
る
整
理
と
若
干
の
課
題
を
提
示
し
、
本
格
的
な
研
究
の
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
　
5
鴨
マ
鉾
δ
コ
の
要
素
・
段
階
・
定
義

　
（
一
）
旧
£
①
一
一
N
9
一
9
の
要
素

　
論
文
．
、
↓
冨
0
9
8
営
9
い
β
巴
一
N
簿
一
9
、
、
に
よ
れ
ば
、
一
畠
毘
困
賦
9
に
は
、
義
務
性
（
o
び
一
蒔
簿
一
9
）
、
　
正
確
性
（
冥
9
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ω
一
9
）
、
　
委
任
性
（
8
一
①
窟
餓
9
）
の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
言
う
。

　
す
な
わ
ち
義
務
性
（
0
9
鴇
江
9
）
と
は
、
国
家
や
他
の
主
体
が
、
あ
る
ル
ー
ル
も
し
く
は
約
束
（
言
明
／
8
目
昌
け
目
Φ
暮
）

に
、
ま
た
は
一
体
の
ル
ー
ル
も
し
く
は
一
体
の
約
束
（
言
明
／
8
目
巨
什
営
窪
邑
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
そ
れ

ら
の
主
体
が
あ
る
ル
ー
ル
も
し
く
は
約
束
（
言
明
／
8
目
菖
け
白
①
9
）
に
よ
っ
て
合
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
意
昧
し
、
そ
の

た
め
当
該
ル
ー
ル
等
の
下
に
お
け
る
主
体
の
行
為
は
、
国
際
法
の
一
般
的
な
ル
ー
ル
、
手
続
き
お
よ
び
学
説
、
そ
し
て
同
様
に
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

し
ば
国
内
法
の
そ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
、
精
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
正
確
性
（
蜜
9
巨
9
）
と
は
、
ル
ー
ル
が
行
為
を
非
多
義
的
に
明
示
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
場
合
の
行
為
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

当
該
ル
ー
ル
が
要
求
し
、
権
威
付
け
、
あ
る
い
は
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
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最
後
に
委
任
性
（
号
δ
鴇
江
自
）
と
は
、
第
三
者
が
ル
ー
ル
の
履
行
、
解
釈
、
お
よ
び
適
用
す
る
権
限
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
意
昧
す
る
。
そ
の
場
合
の
権
限
と
は
、
紛
争
を
解
決
し
、
そ
し
て
可
能
な
ら
ば
将
来
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
を
意
昧
し
て
い
る
。

　
（
二
と
£
雲
N
魯
δ
コ
の
段
階

　
同
論
文
で
は
、
一
畠
巴
一
困
江
9
を
三
段
階
に
分
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
富
巳
る
o
控
置
8
で
あ
る
。
先
進
国
の
国
内
法
に
お
け
る

成
文
法
は
一
般
的
に
冨
巳
な
一
畠
巴
一
鋸
餓
窪
の
典
型
で
あ
る
。
例
え
ば
米
国
の
公
害
に
関
す
る
法
律
は
、
米
国
市
民
を
拘
束
す
る

（
0
9
讐
江
9
）
、
ま
た
当
該
法
で
求
め
ら
れ
て
い
る
事
項
は
非
多
義
的
で
あ
り
（
鷺
9
巨
9
）
、
行
政
的
な
執
行
力
と
同
様
に
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

所
の
解
釈
・
適
用
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
留
8
恕
鉱
9
）
、
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
通
常
の
制
定
法
に
お
け
る
義
務
性
、
正
確
性
、
委
任
性
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
圧
力
や
非
公
式
の
規
範
そ
の
他
の

要
因
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
曖
昧
に
さ
れ
得
る
。
国
際
的
な
一
畠
巴
一
N
呂
9
も
同
様
の
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
全
体
的
に
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ば
、
国
際
制
度
は
、
民
主
的
な
「
法
の
支
配
」
国
に
お
け
る
制
度
ほ
ど
に
は
高
度
に
一
畠
巴
一
N
8
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
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（
三
と
品
讐
N
魯
δ
コ
の
定
義

　
こ
の
よ
う
に
云
い
つ
つ
も
同
論
文
で
は
一
畠
巴
冒
器
9
を
効
果
も
し
く
は
効
力
の
点
で
定
義
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ル
ー
ル

や
手
続
き
の
性
質
と
い
う
点
か
ら
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
厳
密
に
は
拘
束
力
を
有
さ
な
い
会
議
宣
言
や
国
際
的
な
文
書
は
、
同
じ
よ

う
に
、
明
ら
か
に
拘
束
力
の
あ
る
条
約
と
し
て
国
内
の
文
書
と
同
様
の
実
質
的
な
内
容
を
有
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
一
Φ
窓
誌
甲
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（
8
）

試
自
か
ら
み
る
と
非
常
に
異
な
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し
同
論
文
に
お
け
る
一
畠
呂
困
江
9
の
概
念
は
、
政
治
学
者
と
法
律
学
者
と
の
共
通
の
基
礎
を
つ
く
り
だ
す
も
の
で
あ
る
。

主
権
に
よ
る
強
制
的
な
有
効
性
と
い
う
法
の
狭
い
見
方
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
基
礎
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

で
あ
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
基
準
は
各
事
項
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
の
国
際
関
係
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
法
の
性
質
と
か
、
国
際
法
は
『
真
に
』
法
か
否
か
に
関
す
る
か
つ
て
の
議
論
を
解

決
す
る
こ
と
を
探
っ
た
り
、
明
確
な
定
義
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
の
概
念
に
お
い
て
高
度
に
一
Φ
彊
雨
a
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

れ
た
合
意
は
、
標
準
的
な
国
際
法
学
者
の
国
際
法
の
定
義
の
中
に
、
典
型
的
に
存
在
す
る
」
。

　
く
わ
え
て
一
畠
＆
園
試
9
の
概
念
は
、
ハ
ー
ト
（
甲
い
》
＝
巽
甘
）
の
S
壽
9
ミ
愚
妹
黛
卜
黛
ミ
か
ら
特
別
の
恩
義
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
ハ
ー
ト
は
、
法
制
度
を
第
一
次
ル
ー
ル
と
第
二
次
ル
ー
ル
に
分
類
し
、
前
者
は
個
人
や
何
ら
か
の
存
在
に

直
接
的
に
「
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
課
す
ル
ー
ル
群
」
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
例
え
ば
授
権
規
範
の
よ
う
な
「
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の

ル
ー
ル
」
で
あ
る
。
一
畠
＆
S
賦
9
に
関
し
て
国
際
法
の
一
般
的
ル
ー
ル
、
手
続
き
や
学
説
な
ど
を
総
体
化
（
組
織
化
）
さ
せ
る
と

い
う
特
質
と
し
て
義
務
性
（
o
げ
凝
魯
9
）
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、
国
際
制
度
の
特
徴
を
、
ハ
ー
ト
の
第
二
次
ル
ー
ル
の
中
の
三
つ

の
形
態
に
類
推
的
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
承
認
（
お
8
讐
置
9
）
、
変
化
（
o
冨
鑛
Φ
）
、
決
定
（
区
冒
9
8
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

謡
9
）
で
あ
る
。
そ
し
て
委
任
性
（
8
一
畠
豊
9
）
は
、
こ
れ
ら
三
つ
に
必
然
的
に
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
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一
一
一
Φ
α
q
里
N
魯
δ
コ
の
変
異
性
（
変
わ
り
や
す
さ
）

　
一
紹
呂
鋸
広
9
の
主
た
る
特
徴
は
、
変
異
性
（
変
わ
り
や
す
さ
／
＜
巽
壁
び
臣
蔓
）

で
あ
り
、
図
A
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
図
A
に
お
い
て
各
次
元
は
強
弱
の

間
を
1
弱
面
で
は
国
際
法
制
度
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
法
的
な
義
務

性
（
o
σ
一
置
簿
一
9
）
、
正
確
性
（
R
9
巨
9
）
、
委
任
性
（
留
一
畠
簿
一
目
）
を
欠
い
て

い
る
ー
、
あ
る
い
は
右
側
の
最
も
強
力
も
し
く
は
「
訂
巳
8
二
と
の
間
を
連
続

的
に
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
各
次
元
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
図
A
が

示
し
て
い
る
の
は
、
規
範
（
倫
理
規
範
や
実
際
の
ル
ー
ル
な
ど
の
よ
う
な
も
の
）
と

制
度
（
外
交
や
勢
力
均
衡
な
ど
の
よ
う
な
も
の
）
の
双
方
が
、
こ
れ
ら
の
次
元
の
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

景
に
存
在
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
図
A
を
用
い
る
と
、
三
つ
の
次
元
の
う
ち
重
点
を
置
く
位
置
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
合
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
≦
↓
○
の
↓
困
譲
は
三
つ
の
要

素
の
全
て
に
わ
た
っ
て
強
力
で
あ
り
、
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
（
一
九
六
三
年
）

で
は
拘
束
力
の
あ
る
ル
ー
ル
と
正
確
性
に
重
点
が
置
か
れ
た
が
、
委
任
性
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
法
的
な
拘
束
力
は
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
へ

《図A》

〈義務性〉特別な明確性（非法規範）←→拘束力あるルール（強制規範）

　　　　Expressly（nonlegal　norm）　　　Binding　rule（jus　cogens）

〈正確性＞曖昧性（原則）←→高度な正確性（綿密なルール）

　　　　Vague（principle）　　Precise，highly（elaborated　rule）

〈委任性＞外交←一・国際裁判所、国際組織：国内適用

　　　　Diplomacy　　Intemational　court，organization：

　　　　　　　　　　　　domestic　apPlication

（出典）Z窺θ7％読o％10堰観乞g読伽，vo1．54，no。3，Summer2000，p．404．
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ル
シ
ン
キ
会
議
の
一
九
七
五
年
の
最
終
合
意
（
罰
惹
一
ト
8
は
、
正
確
性
は
ほ
ど
ほ
ど
に
有
し
て
い
る
が
、
明
臼
に
法
的
拘
束
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
持
っ
て
お
ら
ず
、
委
任
性
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
こ
れ
ら
の
三
要
素
を
も
と
に
、
類
型
と
し
て
分
類
す
る
と
、
ぎ
措
旨
蝕
○
轟
＝
Φ
題
壽
曽
鉱
9
の
形
態
は
次
の
図
B
の
よ
う
に
な

る
。　

図
B
の
列
1
は
完
全
な
一
①
鵯
一
一
N
簿
一
9
を
表
し
て
い
る
。
列
H
～
m
は
ほ
ぼ
法
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
列
四
～
V
は
詳
細
な

検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
行
政
上
も
し
く
は
実
務
上
の
性
質
を
有
す
る
。
列
W
～
皿
は
、
ル
ー
ル
は
存
在
す
る
が
そ
れ
以
上
に
政
治

的
基
準
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
列
㎜
は
最
も
一
畠
巴
一
園
け
一
9
の
レ
ベ
ル
が
低
く
「
勢
力
均
衡
」
や
「
（
政
治
的
・
経
済
的
）
勢
力
範

囲
」
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
レ
ベ
ル
は
国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
無
秩
序
状
態
（
碧
胃
o
ξ
）
と
思
え
る
が
、
無
秩
序
状
態

は
決
し
て
何
も
ル
ー
ル
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
主
権
や
国
際
法
と
並
ん
で
外
交
や
勢
力
均
衡
の
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

徴
付
け
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

東洋法学
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《図B》

形態 義務性　　明確性　　委任性 例

類型：

Har（11aw

I

II

III

IV

V

VI

Vll

山
・
同

由
・
同

山
・
同

低

山
・
同

低

低

Wl　　　　　低

類型：

無秩序状態

同

低

同

山
・
同

低

低

低

低

山
・
同

ふ
・
同

低・

高（適度）

低・

高（適度）

古
同

低・

一EC、WTO－TRIPs、
欧州人権条約、国際刑

事裁判所

一ECCの反トラストに

関する第85条の6、

WTO一国内措置
一米ソの軍備管理に関す

る諸条約、モントリオ

ール追加議定書

一国連の持続可能な開発

に関する委員会

　（Agenda21）

一オゾン層に関するウィ

ーン条約、少数民族に

関する欧州枠組条約

一国連の特別諸機関、世

界銀行、国内少数民族

に関する欧州安全保障

協力機構の高等弁務官

…ヘルシンキ最終議定

書、非拘束的な森林に

関する諸原則、技術的

な諸基準

一G7、政治的・経済的勢

力圏、勢力均衡

（出典）動孟6吻4〃o％10嘔8痂z観o％，vo1．54，no．3，Summer2000，p。406，
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三
　
一
品
雲
N
9
δ
コ
の
諸
側
面
（
次
元
）

　
（
【
）
義
務
性
に
つ
い
て

　
国
際
合
意
の
な
か
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
外
交
関
係
条
約
な
ど
の
よ
う
な
法
的
拘
束
力
の
あ
る
も
の
、
あ
る
い
は
勧
告
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
例
え
ば
○
国
O
U
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
と
い
っ
た
形
で
法
的
拘
束
力
を
作
り
出
す
と
い
う
点
を
否
定
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
義
務
性
を
規
定
し
つ
つ
も
、
特
例
的
な
規
定
を
設
け
て
義
務
の
程
度
を
弱
く
す
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
「
漸
進
的
」
や
「
重
大
な
国
益
に
関
す
る
場
合
を
除
く
」
な
ど
が
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
伝
統
的
な
原
則
、

例
え
ば
「
当
該
規
定
は
現
存
す
る
慣
習
法
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
」
ま
た
は
「
国
際
機
関
の
憲
章
の
解
釈
」
な
ど
、
あ
る
い
は

革
新
的
な
原
理
、
例
え
ば
「
当
該
規
定
は
国
際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
8
諺
窪
ω
参
）
の
反
映
で
あ
る
」
や
「
即
席
国
際
慣
習
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

主
張
す
る
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
も
と
で
早
急
か
つ
普
遍
的
な
法
的
効
力
を
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
。

東洋法学
　
（
二
）
明
確
性
に
つ
い
て

　
明
確
性
を
有
す
る
ル
ー
ル
は
、
特
定
条
件
下
に
お
い
て
国
家
ま
た
は
他
の
行
為
主
体
に
期
待
さ
れ
る
事
項
を
明
確
か
つ
非
多
義
的

に
定
め
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
明
確
性
は
範
囲
を
合
理
的
解
釈
に
限
定
す
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
い
て
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
効
力
の
基
本
要
素
で
も
あ
る
。
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一
般
に
発
達
し
た
法
制
度
の
も
と
で
は
規
範
的
指
示
は
「
明
確
な
ル
ー
ル
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
重
要
な
指
示

は
コ
般
的
規
準
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
前
者
は
「
時
速
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は
い
け
な
い
」
、
後
者
は

「
無
謀
な
運
転
を
し
て
は
い
け
な
い
」
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
の
ほ
う
が
、
具
体
的
事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
個
別
具

体
的
な
事
実
に
即
し
て
社
会
や
裁
判
所
が
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
国
際
法
制
度
に
も
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
国
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
共
通
競
争
政
策
（
8
目
目
9
8
ヨ
冨
葺
一
自
も
＆
昌
）
や
ロ
ー
マ
条
約
の
第
八
十
五
条
な
ど
が
該
当
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
高
度
に
発
達
し
て
い
な
い
国
際
関
係
に
お
い
て
は
、
国
際
法
制
度
は
国
家
や
そ
の
他
の
行
為
主
体
の
実
際
の
行

動
を
通
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
主
体
は
自
己
の
意
思
に
従
っ
た
解
釈
や
適
用
を
非
常
に
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
明
確
性
と
詳
細
性
は
国
際
レ
ベ
ル
に
お
い
て
特
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
同
時
に
極
め
て
多
く
の
国
際
法
は
、
条
約
化
や
進
歩
的
発

展
を
通
し
て
内
容
の
明
確
化
や
詳
細
化
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
≦
↓
○
や
京
都
議
定
書
、
ω
》
い
↓
あ
る
い
は
ウ
ィ
ー
ン

条
約
法
条
約
、
国
連
海
洋
法
条
約
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
環
境
と
開
発
に
関
す
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
宣
言
や
》
晦
9
母
曽
な
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
非
常
に
重
要
な
規
範
的
か
つ
政
治
的
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
「
充
分
な
基
準
を
用
意
す
る
」
、
「
誠
実
を
持
っ
て
交
渉
す
る
」
、
「
最
善
の
状
態
」
さ
ら
に
は
「
交
渉
あ
る
い
は
協

議
」
な
ど
の
規
定
が
多
々
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
条
約
起
草
者
の
ミ
ス
で
は
な
く
、
国
内
お
よ
び
国
際
政
治
の
条
件
下
に
お
い
て
、
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
趾
）

慮
し
た
う
え
で
の
選
択
の
余
地
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
三
）
委
任
性
に
つ
い
て

最
後
に
、
法
的
な
委
任
は
、
特
定
事
実
に
対

す
る
ル
ー
ル
の
解
釈
適
用
を
確
立
し
た
国
際
法

原
則
に
基
づ
い
て
お
こ
な
う
と
い
う
、
解
決
メ

カ
ニ
ズ
ム
た
る
性
質
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
法
的
正
義
を
除
い
た
紛
争
当
事
者
問

の
政
治
的
駆
け
引
き
（
取
引
）
を
含
む
過
程
で

　
（
2
2
）

も
あ
る
。

四
　
指
標
（
ぎ
9
8
ε
扇
）

一
罐
巴
凶
鋸
菖
目
の
義
務
性
、
明
確
性
、
委
任

性
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
標

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
標
と
前
記
の
図

A
、
図
B
を
合
わ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
に
な

る
。

指標1：義務性

〈高〉

絶対的義務：法的に拘束されることに係る言説および他の方法

政治的条約：義務に関する黙示の条件

特定義務に関する国内的制限（留保）：不確定義務および免責条項

勧告的（奨励的）義務

立法権限を伴わない規範：勧告およびガイドライン

法的に拘束されることに係る明臼な否定
〈低〉

（出典）1n云67襯〃o％召10怨朋乞z観伽，vol．54，no．3，Summer2000，p．410．

指標2：明確性

〈高〉

確定的なルール：解釈間題にのみ限定される

実質的に解釈のみに限定された間題

広範囲な判断範囲

「基準」：特定状況に関する有意義性

実行の可否の判断が不可能
〈低〉

（出典）肋渉6吻盈o％10怨魏伽如κ，vo1．54，no．3，Summer2000，p．415．

61



国際関係法におけるLegalizationに関する研究ノート

指標3：委任性

（a）紛争解決
〈高＞

裁判所：第三者の拘束力ある決定、一般的管轄権、直接の私的参

　　　　加、ルールの解釈および補足の可能性、国内裁判所が管轄

　　　　権を有する

裁判所：管轄権、参加または限定された規範的権限あるいは合意

　　　　による

拘束力ある仲裁

非拘束的な仲裁

調停、伸介

制度化された駆け引き（交渉）

純粋に政治的な駆け引き（交渉）
〈低＞

（b）ルールの設定および履行

〈高〉

拘束力ある規則：中央集権力

同意もしくは脱退を伴う拘束力ある規則

拘束力ある国内政策：分散化された強制力の正当性

調整基準

条約案：聴取と周知

勧告：内々の聴取

規範的声明

交渉のためのフォーラム
く低〉

（出典）加6吻観o％α」0纒朋伽〃o％，vo1．54，no．3，Summer2000，p．416．
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論
文
．
．
↓
箒
0
9
8
冥
9
［
畠
巴
一
鋸
寓
自
．
、
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
該
当
す
る
具
体
的
な
例
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば

条
約
名
、
委
員
会
名
、
機
関
名
な
ど
で
あ
る
）
が
、
そ
の
詳
細
は
同
論
文
を
参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
同
論
文
の
著
者
た
ち
は
、
こ
の
連
続
性
は
次
の
点
を
前
提
に
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
合
法
化
さ
れ
た
制
度
は
様
々
な
形
態
の

国
際
制
度
と
は
区
別
化
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
段
階
か
ら
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
方
法
論
的
、
手
続
的
、
文
化
的
、
あ
る
い
は

情
報
の
次
元
と
い
う
よ
う
な
区
分
可
能
性
も
有
し
て
い
る
。
同
時
に
法
と
政
治
は
一
畠
巴
一
困
賦
目
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
絡
み
合
っ
て

お
り
、
そ
の
関
係
は
一
招
毘
園
賦
9
と
い
う
概
念
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
法
的
お
よ
び
政
治
的
な
研
究
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
影
響
と
関
連
さ
せ
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
特
に
、
「
純
粋
な
」
政
治
的
駆
け
引
き
（
交
渉
）
そ
の
も
の
が
国
家
主
権
や
そ
の
他
の
法
規
範
を
土
台
と
し
て
実
行
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
法
的
行
為
も
政
治
の
影
響
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
点
も
指
摘
し
、
最
後
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ツ
（
Ω
窪
ω
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

Φ
惹
9
）
の
「
法
は
、
他
の
方
法
を
加
え
て
、
政
治
的
交
渉
の
骨
子
で
あ
る
。
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
1
今
後
の
方
向
性
ー

東洋法学
　
本
稿
は
一
招
毘
S
は
9
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
で
あ
り
、
そ
の
総
論
に
当
た
る
．
、
6
冨
0
9
8
讐
9
一
畠
巴
一
N
蝕
9
、
、
の
内
容
に

依
拠
し
て
、
あ
る
い
は
内
容
を
紹
介
す
る
か
た
ち
で
、
一
畠
呂
園
鼠
自
の
構
成
要
素
、
段
階
、
定
義
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
特
長
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。

　
現
段
階
で
窺
う
こ
と
の
で
き
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
法
と
政
治
と
の
関
連
性
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
法
的
拘
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束
力
の
強
弱
の
視
点
か
ら
、
国
際
合
意
乃
至
政
治
的
交
渉
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
分
類
し
つ
つ
、
一
畠
毘
鍔
賦
9
の
三
つ
の
要
素
の

程
度
も
分
類
し
、
実
際
に
は
類
型
化
さ
れ
た
段
階
と
指
標
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
現
実
の
事
項
の
位
置
付
け
を
行
う
よ
う
に
企
図
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
無
い
斬
新
な
研
究
視
点
で
あ
り
、
非
常
に
高
く
評
価
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆

者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
視
点
で
あ
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
制
度
」
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
若
干
の
相
違
も
し
く
は
不
足
が
あ
る

よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
同
論
文
は
国
家
行
為
を
中
心
に
し
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
阻
o
訂
蔚
呂
9
か
ら
笹
3
巴

碧
＜
①
旨
き
8
へ
と
続
き
牲
0
9
＝
餌
≦
の
段
階
に
至
り
つ
つ
あ
る
国
際
社
会
に
お
け
る
合
意
の
総
体
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
メ
カ
ニ

ズ
ム
化
さ
れ
た
制
度
の
構
築
は
、
も
は
や
国
家
の
み
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
非
国
家
行
為
体
も
し
く
は
非
政
府
行
為
体
が

創
り
出
す
8
鍵
9
0
曾
碧
3
巳
と
し
て
の
法
規
範
の
次
元
を
、
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
分
野
に
お
い
て
は
、
国
家
が
8
貯
9
0
曾
碧
量
巳
を
承
認
し
て
、
そ
れ
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
、
当
該
8
貯
9
0
誓
習
3
巳
が
国
家
行
為
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
一
①
覧
雨
蝕
9
に
当
て
は

め
る
と
、
そ
の
類
型
化
や
指
標
に
も
、
経
済
分
野
、
教
育
分
野
等
の
新
し
い
分
類
の
た
め
の
側
面
も
し
く
は
次
元
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
段
階
に
至
っ
て
、
一
Φ
窓
雨
呂
9
と
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
制
度
」
と
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
と
推
察
で

き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
両
者
の
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る
笹
○
訂
＝
蝉
類
の
観
念
も
し
く
は
概
念
と
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
、

自
己
の
再
構
築
を
図
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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き
§
》
り
お
一
・
本
稿
で
o
げ
凝
注
自
を
義
務
性
、
質
①
o
巨
9
を
正
確
性
、
8
一
畠
毬
9
を
委
任
性
と
し
た
よ
う
に
、
「
性
」
を
付
し

た
の
は
、
当
該
三
要
素
の
強
弱
が
、
一
Φ
閃
巴
一
S
岳
8
の
分
類
基
準
の
重
要
な
要
素
と
な
る
た
め
、
邦
訳
と
し
て
理
解
す
る
場
合
に
、

「
性
」
を
付
す
こ
と
で
自
然
で
か
つ
容
易
に
な
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
き
疑
’

　
き
幾
，

　
』
騒
駄
●

　
き
難
も
．
お
ド
こ
こ
に
い
う
富
益
あ
o
控
こ
8
の
意
味
は
、
合
意
主
体
に
対
す
る
手
続
き
と
拘
束
力
の
強
さ
と
厳
密
性
に
よ
る
分
類

で
あ
る
。
し
か
し
通
常
は
、
適
切
な
邦
訳
が
無
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
英
語
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。
本
稿
も
通
常
の
傾
向
に
倣
う
こ

と
に
す
る
。

　
導
義
。

　
き
蕊
。

　
き
罰
。

　
』
ミ
駄
9

　
き
疑
↓
P
“
O
ω
．

　
』
黛
駄
4
つ
お
ト

　
』
騒
駄
4
0
P
お
斜
－
“
8
．

　
き
幾
．
原
文
で
は
こ
8
一
q
冨
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
訳
す
と
理
念
型
と
な
る
が
、
当
該
用
語
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
用
法
と

は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
類
型
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。

　
導
幾
4
℃
P
お
下
お
o。
’

　
奪
幾
‘
も
サ
』
O
－
合
一
●
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